
 三菱化工機株式会社（代表者：田中利一 所在地:川崎市、以下「当社」という）は、このたび、福岡市（以下、「同

市」という） が発行する「福岡市2022 年度第8 回公募公債（グリーンボンド・10 年）」（以下「本債券」という）への投

資を決定しましたので、お知らせします。 

 

 当社は2021年より同種の投資を続けており、神奈川県（2回）、三重県、北九州市に続いて今回で5件目です。同

市は脱炭素社会の実現に向け、省エネルギー機器の導入や再生可能エネルギーの利用拡大など、様々な取り組

みを進めており、本債権はその事業資金として充当されます。 

 

 また、当社と同市は、以前よりカーボンニュートラルの実現に向けた水素の普及促進を目指して活動を行ってま

いりました。2014年度より当社を含む産学官連携によって、同市は生活排水（下水）を処理する過程で発生するバ

イオガスから水素をつくり、燃料電池自動車へ供給する世界初の地産地消型水素ステーション（以下「同水素ス

テーション」という）の実証実験に取り組み、2022年には新共同体「有限責任事業組合福岡市グリーン水素活用推

進協議会」を設立、同水素ステーションの運営を継続しています。 

 

 今回のグリーンボンドの発行に際して、 同市は対象プロジェクトや資金管理の方法等について「福岡市グリーン

ボンド・フレームワーク」を定めています。このフレームワークは、国際資本市場協会（ICMA）の「グリーンボンド原

則2021」及び「環境省グリーンボンドガイドライン2020 年版」に適合していることについて、第三者機関（株式会社

格付投資情報センター（R&I））の認証を受けています。 

 

 本債券の調達資金は、同市が取り組む以下のグリーンボンド対象プロジェクトに充当される予定です。 

 

＜福岡市グリーンボンド対象プロジェクト(予定)＞  

 

当社は、本債券をはじめとしたSDGs債注１）への投資を継続的に実施することによって、持続可能な社会の実現

に貢献できるよう取組みを推進してまいります。 
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分類 対象プロジェクト 

省エネルギー 市有施設への省エネ性能の高い機器等の導入 

グリーンビルディング 市有施設の新築、改修 

汚染の防止と管理 下水道施設整備 

自然資源・土地利用の持続可能な管理 /

生物多様性 

公園整備 

クリーンな輸送 地下鉄事業 

持続可能な水資源管理 水道事業 

気候変動への適応 水害対策事業 



 <本債券の概要> 

 
 

注１）日本証券業協会は、SDGsの中でも環境・社会へのポジティブなインパクトを有し、一般的にスタンダードとして認められ

ている原則に沿った債券や、事業全体がSDGsに貢献すると考えられる機関が発行し、インパクト（改善効果）に関する情報

開示が適切になされている債券を「SDGs債」として定義しております。 

 

 

以上 
 

 

銘 柄 福岡市2022 年度第8 回公募公債（グリーンボンド・10 年） 

年 限 10年 

発 行 額 90 億円 

利 率 0.760% 
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